
5 広報きゃんせ長浜　2008年２月 広報きゃんせ長浜　2008年２月 4

シリーズ

■
医
療
機
関
で
の
窓
口
負
担
は
１
割

後
期
高
齢
者
医
療
で
は

老
人
保
健
と
同
じ
よ
う
に

お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
老

人
保
健
と
同
じ
よ
う
に
か

か
っ
た
医
療
費
の
一
部
を

ご
負
担
い
た
だ
き
ま
す
。

●
一
般
の
人
・
・
・
・
・
・
・
・
・
１
割
負
担

●
現
役
並
み
所
得
の
あ
る
人
・
・
・
３
割
負
担

平
成
20
年
度
か
ら
の
国
保
の
賦
課
方
式

〜
答
申
を
受
け
、
条
例
改
正
を
予
定
〜

平
成
19
年
９
月
20
日
の
第
２
回
国
保
運
営
協
議
会

で
市
長
か
ら
国
保
運
営
協
議
会
に
諮
問
さ
れ
、
そ
の

後
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
等
で
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
「
平
成
20
年
度
か
ら
の
賦

課
方
式
」
に
つ
い
て
、
12
月
19
日
に
開
催
さ
れ
た
第

４
回
国
保
運
営
協
議
会
で
答
申
が
出
さ
れ
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
諮
問
事
項
と
答
申
概
要
】

①
保
険
料
率
に
つ
い
て
資
産
割
を
廃
止
し
、
そ
の
賦

課
総
額
の
10
％
の
内
５
％
を
所
得
割
に
加
算
し
、

残
り
５
％
を
被
保
険
者
均
等
割
に
加
算
し
、
国
の

標
準
割
合(

所
得
割
50
％
、
均
等
割
35
％
、
平
等

割
15
％)

と
す
る
こ
と
の
是
非
に
つ
い
て
。

→

割
合
を
変
更
す
る
こ
と
を
可
と
す
る
。

②
合
併
に
伴
う
国
保
料
特
例
条
例
を
廃
止
す
る
こ
と

の
是
非
に
つ
い
て
。

→

廃
止
す
る
こ
と
を
可
と
す
る
。

③
浅
井
支
所
区
域
の
新
た
な
不
均
一
賦
課
導
入
の
是

非
に
つ
い
て
。

→

新
た
な
不
均
一
賦
課
の
導
入
は
可
と
す
る
。
た
だ

し
、
導
入
時
に
は
合
併
時
の
協
定
事
項
を
踏
ま
え
、

該
当
区
域
の
住
民
に
不
利
に
な
ら
な
い
よ
う
配
慮

す
る
と
と
も
に
、
実
施
に
あ
た
っ
て
は
周
知
徹
底

を
図
る
こ
と
。

市
で
は
こ
の
答
申
を
受
け
、
３
月
に
は
長
浜
市
国

民
健
康
保
険
条
例
の
改
正
案
を
議
会
に
提
出
す
る
予

定
を
し
て
い
ま
す
。

■
保
険
料
の
納
め
方

年
額
18
万
円
以
上
の
年
金
を
受
取
っ
て
お
ら
れ
る

場
合
に
は
、
年
金
か
ら
保
険
料
が
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
制
度
導
入
時
の
平
成
20
年
度
は
左
の
と
お
り

で
す
。

お
問
合
せ
は
、
保
険
医
療
課(

7
X
６
５
２
７)

へ
。

お
問
合
せ
は
、
保
険
医
療
課(

7
X
６
５
１
２)

へ
。

│
い
よ
い
よ
始
ま
り
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
│

シ
リ
ー
ズ
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
④

※「現役並み所得」とは、同一世帯の被
保険者の「所得」と「収入」により
判定します。

【３割負担となる場合】

課税所得　　　　　145万円以上

収入　520万円以上(高齢者複数世帯)
383万円以上(高齢者単身世帯)

＋

■　平成20年度　納付カレンダー （色のついている月が納付月です）

国民健康保険加入で
年金年額18万円以上の人

後期高齢者医療に移行前

納付月
4月 5月 6月 7月 8月 9月10月11月12月1月 2月 3月

会社の保険に本人が加入さ
れ年金年額18万円以上の人

国保又は会社の保険に本人が加
入され年金年額18万円未満の人

会社の保険の被扶養者で
年金年額18万円以上の人

会社の保険の被扶養者で
年金年額18万円未満の人

年金天引

年金天引

納付書払

納付書払

年金天引

納付書払

4月～9月　保険料免除
10月～翌年3月　９割軽減

＊ただし、介護保険とあわせた保険料が、年金額の１／２を超える場合は、年金天引の対象になりません。

個
人
の
健
診
結
果
な
ど
に
応

じ
た
保
健
指
導
を
実
施

新
し
い
制
度
で
は
健
診
後
、
健
診

結
果
や
生
活
習
慣
の
リ
ス
ク
な
ど
か

ら
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
、

必
要
な
情
報
提
供
と
保
健
師
や
管
理

栄
養
士
な
ど
に
よ
っ
て
一
人
ひ
と
り

に
あ
っ
た
支
援
を
行
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

①
情
報
提
供
（
受
診
者
全
員
）

健
康
な
生
活
を
送
る
た
め
に
気
を

つ
け
る
べ
き
情
報
を
啓
発
チ
ラ
シ
な

ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

②
動
機
づ
け
支
援
（
原
則
１
回
の
支
援
）

メ
タ
ボ
の
説
明
の
ほ
か
、
問
診
な

ど
に
よ
る
個
別
面
談
を
行
い
、
目
標

の
設
定
等
を
支
援
し
ま
す
。

③
積
極
的
支
援
（
６
か
月
程
度
の
支
援
）

体
重
減
や
毎
日
一
万
歩
な
ど
の
目
標

を
掲
げ
、
生
活
改
善
が
で
き
る
よ
う
、

個
別
面
談
な
ど
で
支
援
を
続
け
ま
す
。

健
診
は
毎
年
受
け
て
、
変
化

を
チ
ェ
ッ
ク

健
診
結
果
を
受
け
取
っ
た
ら
、
検

査
数
値
の
判
定
を
見
た
だ
け
で
捨
て

て
い
ま
せ
ん
か
。
健
診
結
果
は
毎
年

と
っ
て
お
く
こ
と
で
、
数
値
を
比
較

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
数
値
が
基

準
値
を
超
え
て
い
な
く
て
も
、
徐
々

に
異
常
値
に
近
づ
い
て
い
た
ら
、
生

活
習
慣
の
ど
こ
に
問
題
が
あ
る
の
か

を
見
つ
け
る
手
掛
か
り
に
な
る
の
で
、

健
診
結
果
は
フ
ァ
イ
ル
に
保
存
し
、

今
ま
で
の
変
化
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し

ょ
う
。

い
つ
ま
で
も
笑
顔
で
過
ご
せ
る
よ

う
、
１
年
に
１
回
は
必
ず
健
診
を
受

け
、
健
康
的
な
生
活
習
慣
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

お
問
合
せ
は
、
健
康
推
進
課(

7
X

７
７
７
９
）
へ
。

Ｑ＆Ａ
特定健診・特定保健指導

今まで、市の健診を受
けていましたが、20年
度からはどこで受ければ
いいのですか？

Ａ　20年度からは、加入している医療
保険者（健康保険）が実施するため、
加入保険ごとに異なります。国保加
入者は、市で実施しますが、会社員
の妻など被扶養者(家族)は、医療保
険者にご確認ください。（保険証で確
認できます）

健康なので今まで健診
を受けなかったのです
が、特定健診は受けない
といけないのですか?

Ａ　特定健診は、新たにメタボリックシ
ンドロームの予防の考え方を取り入
れ、今までより早い段階で生活習慣病
の発生を防ぐ健診となります。健診は
リスクの芽をつみとるチャンスです。
必ず受けるようにしてください。

特定保健指導 ○特定健診を受けた人は必ず「保健指導」を受けることになり

ます。

特
定
健
診(

40
〜
74
歳)

生
活
習
慣
の
改
善
達
成

生活習慣改善の
必要性が

低い人

中程度の人

高い人

結
果
に

基
づ
き

①
情
報
提
供(
受
診
者
全
員)

医療機関受診が必要な人

②動機づけ支援
(原則１回)

受診勧奨
すぐに治療を受ける
よう勧奨します

③積極的支援
(６か月程度)

６か月後

特定保健指導


